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SPARC T5サーバーによる信頼性と可用性の最大化 

はじめに 

仮想化機能を組み込んだ、スケーラビリティの極めて高い、高スループット、高処理密度のオラクルの

SPARC T5サーバーは、大規模なミッション・クリティカル・アプリケーションの導入に適した効率性の高

いプラットフォームで、Web、データベース、アプリケーションの各コンポーネントで構成される多層エン

タープライズ・アプリケーションに最適です。このように幅広い用途に対応しているだけでなく、強力な仮

想化機能も組み込まれているため、多数のアプリケーションとデータベースを統合するのに理想的なプラッ

トフォームとなっています。このサーバーは、スキャン集中型のデータウェアハウス・アプリケーションを

はじめ、同時実行性の高いオンライン・トランザクション処理（OLTP）アプリケーションまで、あらゆる

データベース・ワークロードに最適なソリューションを提供します。このようなタイプのワークロードでは

通常、高いサービス・レベルが必要となるため、SPARC T5サーバーには、高いサービス・レベルを可能に

する数多くの信頼性、可用性、保守性（RAS）機能が装備されています。 

単に信頼性の高いコンポーネントを装備しているよりも、RAS機能が備わっていることの方がはるかに大

きな意味があります。RAS機能には高度な統合管理機能と監視機能を兼ね備えた、ハードウェア機能とソ

フトウェア機能の組合せが含まれています。これらの機能を1つにまとめることで、SPARC T5サーバーで

は、ミッション・クリティカルなアップタイムと信頼性を実現することが可能になっています。 

 

図1 SPARC T5サーバー 
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信頼性、可用性、保守性（RAS） 

システムとサービスの可用性について厳密に説明する場合以外は、可用性を表す用語としてRASがよく使用

されます。しかし、配信プラットフォームやデータセンター・ソリューションの機能について考える場合に

は、RASの他の2つの構成要素である信頼性と保守性も同様に重要です。 

• 信頼性 

信頼性を実現するには、いくつかの方法があります。最初の方法は、システムのコンポーネントの数を減

らすことです。大規模な一体型のサーバーと比較して、SPARC T5サーバーではコンポーネント数が少な

くなっています。このコンポーネント数を減らすことにより、平均故障間隔（MTBF）が改善されます。 

信頼性を向上させる第2の方法は、ASICとボードのコネクタ数を減らすことです。大型のサーバーは、

ラック・フォーム・ファクタのサーバーに比べて、より多くのホットスワップ対応コンポーネントやホッ

トプラグ対応コンポーネントを搭載する傾向があります。これは、はるかに多くのコネクタを備えている

ということであり、そのために信頼性が低下することを意味します。 

信頼性を向上させる第3の方法は、データの整合性です。これは、誤り訂正符号（ECC）、データ・パリ

ティ、命令レベルの再試行などの機能によって実現されます。一般にデータセンターの階層型コンピュー

ト・モデルのバックエンド層では大型のサーバーが使用されますが、それらが選択されるのは信頼性が高い

ためであると考えられます。大型サーバーでは、多数のコンポーネント数が使用されているため、実際には

中間層の用途別のサーバーよりも信頼性が低くなっています。 

• 可用性 

可用性の概念は、多くの場合、用語RASを連想させます。先に説明したように、可用性それ自体に固有の

意味があります。可用性は、3つの主要な方法で実現されます。最初の方法は、コンポーネントの冗長化

です。これにはコストがかかりますが、システムが停止した場合のコストが冗長コンポーネントのコスト

を上回る場合、容易に正当化されます。 

可用性を向上させる第2の方法は、データの可用性に主眼を置いたものです。これは、拡張ECCメモリ（各デュ

アル・インライン・メモリ・モジュール（DIMM）上のスペアのダイナミック・ランダム・アクセス・メモ

リ（DRAM））、メモリ・レーン・スペアリング、メモリ・ピン・ステアリング、プロセッサ・インターコ

ネクト・レーン・スペアリング、サーバー間の仮想マシンのライブ・マイグレーションによって実現されま

す。データ可用性は、オラクルのZFSファイル・システムや複数のディスク・ドライブ間のミラー化の実装

によっても実現されます。 

可用性を向上させる第3の機能は、クラスタリングです。実際にはハードウェア機能ではありませんが、デー

タのサービス・レベルに主眼を置いています。サーバー、ストレージ、ネットワーク、アプリケーションの状

態を絶えず監視することで、シングル・ポイント障害の残るサーバーに搭載される冗長コンポーネントと、

データ・サービスの可用性に主眼を置くクラスタ化ソリューションの間でバランスを取る必要があります。 

• 保守性 

保守性は測定するのが容易です。コンポーネントがホットスワップ対応またはホットプラグ対応であれば、

システムの電源が入っていて、アクティブな間は保守作業が可能であると見なされます。コンポーネント

のホットスワップは、ホスト・オペレーティング・システムとサーバーの支援や準備を必要としないため、

システムの停止を最小限に抑えることができるRAS機能です。ホットスワップでは、システムが稼働中で

も簡単にコンポーネントを交換でき、セットアップも不要です。 
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もうひとつの保守性機能であるホットプラグは、コンポーネントの取付け時または取外しの際にゲスト・

オペレーティング・システムが稼働できる点でホットスワップと似ています。ただし、ホットプラグ対応

のコンポーネントでは、コンポーネントの取付けまたは取外しの前にオペレーティング・システムとプ

ラットフォームの準備が必要です。また、ホットプラグ対応のコンポーネントは、デバイスを正常に使用

するために追加のセットアップ・コマンドを必要とする場合もあります。ホットプラグ対応のデバイスに

は、ディスク・ドライブなどがあります。 

ホットプラグやホットスワップは、冗長コンポーネントを搭載する大型サーバーには不可欠の機能ですが、

クラスタ化ソリューションではあまり使用されません。冗長構成のSPARC T5サーバーでは、システムの

稼働中にディスク・ドライバやPCIeカードといった個々のコンポーネントの保守作業を実行できます。 

高度なRASは、次のような複数のシステム構成要素の組み合わせによって実現されます。 

• プロセッサ 

• メモリ 

• システムI/O 

• サービス・プロセッサ 

• システムASIC 

• システム電源および冷却装置 

• Oracle Solarisオペレーティング･システム 

• Oracle Solaris Clusterソフトウェア 

各RAS構成要素は、以下のような他の構成要素を基盤として、完成されたシステムの内部において全体的な

RAS機能を実現します。 

 

図2 RASを構成する構成要素 

このシステム構成要素を重ねた図は、SPARC T5サーバー・コンピュート・ノードのRASをよく表しています。 
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単一のサーバー上にアプリケーション・サービスを配備することだけが目的であれば、このスタックで十分

です。より高度なRASに対応するために、Oracle Solaris Clusterはアプリケーションに対する可用性を、

Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）はデータベースの可用性を提供するように設計されています。 

トレードオフ 

RASを実現するいくつかの機能が他の機能と両立しないことを認識することは重要です。たとえば、複数の

機能を単一のチップに統合したり、すべてのチップとASICを単一のマザーボードに表面実装したりすると、

信頼性は向上しますが、可用性が低下し（平均修復時間が増加するため）、保守性も低下します。ホットス

ワップ対応コンポーネントまたはホットプラグ対応コンポーネントもその例です。その理由はいくつかあり

ますが、とりわけ、追加のコネクタを必要とすることが原因です。これらの機能は可用性を向上させますが、

信頼性を低下させます。このような機能の選択は、システムのコストとデータ・サービスの可用性の間でバ

ランスを取る必要があるため、常に、ビジネス上の意思決定となります。 

先に示した例はハードウェアに関連するものですが、ソフトウェア層もRASに影響を与えます。何よりもま

ず、Oracle Solarisが重要な役割を果たします。SPARC T5サーバーは、Oracle Solaris 11とOracle Solaris 10の両

方をサポートしています。Oracle Solarisの予測的自己修復機能、障害管理アーキテクチャ（FMA）、サービ

ス管理機能（SMF）は、ハードウェアとアプリケーション・データ・サービスの可用性に大きく貢献します。

この点については、後で詳しく説明します。 

徹底したRAS 

SPARC T5サーバー・ラインの中核となるのは、言うまでもなくSPARC T5プロセッサです。SPARC T5プロ

セッサは、SPARC T4とSPARC M5を含むS3コア・プロセッサ製品ファミリーに含まれます。 

SPARC T5プロセッサ 

SPARC T5プロセッサは、16個のS3コア、128個のスレッド、コアあたり128Kの専用L2キャッシュ、8MBの
共有L3キャッシュ、高クロック周波数（3.6GHz）を特徴とする、28nmプロセッサです。SPARC T5プロセッ

サは、新しい高性能のディレクトリベース・プロトコルを備えています。これにより、SPARC T5システム

は、メモリ・コヒーレンシ・リンクを維持するための追加のシリコン・チップを必要とせずに8ソケットに

拡張できます。 

計画停止時間および計画外停止時間の短縮を目指して設計されたSPARC T5サーバーには、高度なRAS機能

が組み込まれているため、停止が回避され、リカバリ時間が短縮されます。SPARC T5プロセッサの信頼性

を向上する設計上の特性は次のとおりです。 

• L1キャッシュのタグ・パリティ保護とエラー発生時の再試行 

• L2キャッシュ/L3キャッシュのシングル・エラー訂正/ダブル・エラー検出（SEC/DED）と可用性を向上さ

せるキャッシュ・ライン・スペアリング 

• L2キャッシュ/L3キャッシュのステータスとディレクトリのSEC/DEC保護 

• SEC/DEDイベントに対するL2キャッシュでのハイパーバイザの訂正および再試行 
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SPARC T5システム･メモリ 

大量のコアとメモリによりSPARC T5サーバーは統合に最適なサーバーとなっているため、メモリの整合性

はシステムの可用性にとって非常に重要です。各SPARC T5サーバーに搭載されているDDR3 1066MHzメモ

リは、信頼性と可用性の両方を向上させる次のような機能を備えています。 

• すべてのメモリがECCの保護と訂正機能を備えています。 

• 拡張ECC、つまり各DIMMが、別のDRAMに障害が発生したときに別のスペアDRAMが処理を引き継ぐ機

能を備えています。このフェイルオーバーは、アプリケーションに対して透過的に実行されます。 

• SPARC T5プロセッサの4つの各組込みメモリ・コントローラが、メモリ・レーン・スペアリング機能を備

えています。特定のレーンでエラーが発生しても、メモリ・コントローラは、メイン・メモリへのアクセ

スが中断されることなく、引き続き動作できます。 

SPARC T5システム 

SPARC T5システムには、全体的な信頼性と可用性に貢献するいくつかの構成要素があります。これらの構

成要素は、プロセッサ間のインターコネクト、障害診断機能、電源、冷却装置などです。 

• 2基以上のプロセッサを搭載しているすべてのSPARC T5システム上のインターコネクトは、レーン・スペ

アリングを備えています。このため、キャッシュ・コヒーレンシ中やリモート・メモリ・アクセスのため

にデータ・パケットが失われることがありません。 

• すべての診断は、最初の障害検出時にフィールド交換可能ユニット（FRU）レベルで実行されます。 

• 高度な電源管理機能により、管理者は、データセンターのポリシーを忠実に反映する電力ポリシーを設定

できます。これには、電力使用率を制御でき、冷却要件の軽減にも役立つ電力制限の設定が含まれます。 

• すべてのファンと電源がホットスワップに対応しています。 

• 各システムが、二重電力供給網に対応しています。 

SPARC T5ハイパーバイザ 

SPARC T5システムにはハイパーバイザ・ファームウェアが搭載されており、論理ドメインをパーティション

化してソフトウェアの障害を封じ込めることが可能です。論理ドメインは、SPARC T5サーバーの主要な仮想

化テクノロジーです。ハイパーバイザは、エラーの消去、訂正、および収集のためにプロセッサを支援します。 

SPARC T5 I/O 

SPARC T5-2、T5-4、およびT5-8サーバーは、高性能のPCIe Gen 3接続を提供します。SPARC T5サーバーは、

完全なPCIe Gen 3機能を提供する初のUNIXプラットフォームです。各PCIeスロットには、PCIeキャリアを使

用してロープロファイルのPCIeカードを受け付けることができます。これにより、機械的には最大x16に対応

しますが、電気的には最大x8で動作します。I/Oサブシステムの信頼性機能と可用性機能は、次のとおりです。 

• シングルビット・エラーの発生時にPCIeリンクの再試行が実行されます。 

• すべてのPCIeキャリアを、システムの稼働時にホットプラグできます。 
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• すべてのディスク・ドライブでホットプラグがサポートされています。 

プラットフォーム管理 

プラットフォーム管理は、Oracle Integrated Lights Out Manager（Oracle ILOM）3.0と呼ばれるサービス・プロ

セッサを使用して行います。帯域外の監視と管理には、Oracle ILOMのコマンドライン・インタフェース

（CLI）、Webベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）、Intelligent Platform Management 
Interface（IPMI）を使用できます。管理ソフトウェアであるOracle Enterprise Manager Ops Centerは、Oracle 
ILOMと通信してSPARC T5サーバーを管理、監視します。すべてのシステム遠隔測定データと状態診断が

Oracle ILOMによって記録され、詳細な分析と処理のためにOracle Enterprise Manager Ops Centerに転送されま

す。サービス・イベントが必要であると判断される場合、Oracle Enterprise Manager Ops CenterはOracle Auto 
Service Requestと連携して、処置が必要であることを保守担当者に通知します。 

Oracle Solaris 

SPARC T5サーバーは、Oracle Solaris 10とOracle Solaris 11の両方をサポートしています。制御ドメインまた

はベアメタル操作にはOracle Solaris 11.1またはSolaris 10 1/13が必要です。論理ドメインのゲストでは、適切

なレベルのパッチが適用されたOracle Solaris 10 9/10以降のバージョンがサポートされます。 

Oracle Solarisは、SPARC T5サーバーの信頼性と可用性を強化する次の機能を備えています。 

• Oracle Solaris障害管理アーキテクチャ（FMA）—障害管理アーキテクチャ機能は、システム障害を自動

的に診断し、自己修復処置を開始してサービスの中断を回避することで、複雑さを軽減します。このソフ

トウェアは、障害が発生する前に問題のあるコンポーネントをシステム構成から除外することによって、

可用性を向上させ、障害が発生した場合には、Oracle Solarisのサービス管理機能を使用して自動リカバリ

とアプリケーションの再起動を開始します。 

受信ストリームからエラーとして認識できるパターンが観測されると、障害管理アーキテクチャの診断エ

ンジンにより障害診断が生成されます。診断後は、障害管理アーキテクチャにより、特定の障害に対応す

る方法を把握しているエージェントに障害情報が提供されます。他のハードウェア・ベンダーおよびソフ

トウェア・ベンダーも同様のテクノロジーを提供していますが、それらのソリューションはいずれも、ソ

フトウェアベースまたはハードウェアベースの障害検出に限定されています。Oracle Solarisが提供する障

害検出および管理環境では、生成されるハードウェア障害メッセージがオペレーティング・システムに完

全に統合されるため、オペレーティング・システムの保守担当者が必要に応じてハードウェア・リソース

を調整でき、システムの停止が大幅に削減されます。 

SPARC T5サーバーのサービス・プロセッサ（SP）上で動作するOracle ILOM 3.2により、SPは、プラット

フォーム障害の発生を管理者に警告するFMAイベントの生成をサポートします。SPは簡素化された診断エ

ンジンを備えているため、FMAイベントの生成時にOracle Solarisドメインが稼働している必要はありません。

SPから制御ドメインにイベントが送信されることにより、Oracle Solarisゲストは、プロセッサまたはメモリ

の障害に対する処置を実行できます。Oracle Solarisは、異常な数の修正可能エラーを生成するコア、スレッ

ド、またはメモリ・ページをオフラインにします。致命的な障害が発生する前にリソースをオフラインにす

ることにより、アプリケーション・サービスのアップタイムが確実に向上します。FMAのSPへの統合は、

他のベンダーが提供する同等のプラットフォームにはないSPARC T5サーバーの可用性に関する利点です。 
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• Oracle Solarisのサービス管理機能（SMF）—サービス管理機能により、システム管理者は、シンプルな

コマンドライン・ユーティリティを使用して、システムによって提供されるサービスおよびシステム自体

を簡単に識別、監視、管理できます。サービス管理機能は、障害の発生したサービスが自動的に再起動さ

れる条件を示します。これで、管理者が誤ってサービスを終了した場合や、ソフトウェア・プログラミン

グ・エラーの結果としてサービスが中断された場合、または根本的なハードウェアの問題によってサービ

スが中断した場合に、サービスを自動的に再起動させることができます。現在一般に入手可能な他のオペ

レーティング・システムは、柔軟性のない起動スクリプトや、連続的に実行される一連のより小さなスク

リプトを使用します。これらのオペレーティング・システムは、スクリプト間の依存関係を提供すること

も、問題が修正されたときにサービスを再起動することもできません。 

• Oracle Solaris ZFS—Oracle Solaris ZFSは、ストレージに関して、卓越したデータ整合性、容量、パフォー

マンス、および管理を実現します。ZFSはメタデータのロギングなどの高い耐障害性機能を提供すること

で、システムに障害が発生した場合でもデータ整合性を確保して迅速にリカバリを実行します。Oracle 
Solaris ZFSが他の競合ファイル・システム製品と異なる点は、強力なデータ整合性と高い耐障害性を実現

できることです。 

Oracle Solaris ZFSにより、ファイル・システム管理が大幅に簡素化され、管理上のエラーに対する保護が

強化されます。Oracle Solaris ZFSは、Copy-On-Writeやエンド・ツー・エンドのチェックサムといった技術

を利用して、データの一貫性を保持し、発見されにくいデータ破損を解消します。ファイル・システムの

一貫性が常に確保されるため、システムがクリーンではない状況でシャットダウンされた場合にも、fsck
の使用といった時間のかかる修復処理は必要ありません。また、データの正確さを保証するために絶えず

データの読取りとチェックが行われ、ミラー化されたプール内にエラーが検出されると自動的に修正が実

行されます。これにより、多くのコストと時間を消費するデータ損失や事前に検出できず発見されにくい

データ破損が回避されます。これらの修正は、破損データの再構築に役立つパリティ、ストライプ化、不

可分操作を利用するRAID-Zの実装によって可能になります。 

Oracle Solaris ZFSは、ファイル・システムのエンド・ツー・エンドのデータ保護を提供するとともに、

データの自己修正を容易にします。また、サード・パーティのボリューム・マネージャを必要としない、

簡素化された管理モデルを提供します。ZFSは、最大のデータ・ストレージ要件に合わせて拡張できます。

Oracle Solaris ZFSはデータの正確さを保証するために絶えずデータの読取りとチェックを行い、冗長性を

持つ（ミラー化、ZFS RAID-Z、またはZFS RAID-Z2によって保護された）ストレージ・プール内でエ

ラーを検出すると、破損データを自動的に修復します。ZFSにより、基本的なミラー化、圧縮、および統合

ボリューム管理機能が提供され、一般的なハードウェア上でデータの冗長性が維持されるため、ファイ

ル・システムの信頼性が最適化されます。 

• Oracle Solaris DTrace—DTraceは、本番システムでリアルタイムにシステムの問題を解決するための動的

トレース・フレームワークを提供するOracle Solarisの機能です。DTraceは、システム・パフォーマンスの

問題の根本的原因を迅速に特定できるように設計されています。DTraceは、オペレーティング・システム

（OS）カーネルを再起動したり、アプリケーションを再コンパイル（場合によっては再起動）したりする

ことなく、稼働中のカーネルや実行中のアプリケーションを安全かつ動的に処理します。この設計により、

サービスのアップタイムが大幅に向上します。 

Oracle Solarisの予測的自己修復機能や、障害管理アーキテクチャとサービス管理機能の組合せによる障害

管理により、障害が発生しているプロセッサのスレッドまたはコア、リタイアしたと想定されるメモリ・

ページ、I/Oのログ・エラーまたは障害をオフラインにしたり、サーバーによって検出されるその他のあ

らゆる問題に対処したりできます。 
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Oracle VM Server for SPARC 

オラクルのマルチコア/マルチスレッド・テクノロジーを使用するすべてのOracleサーバーでサポートされる

Oracle VM Server for SPARCは、独立したオペレーティング・システム・インスタンスを実行する完全な仮想

マシンを実現します。各論理ドメインは完全に分離されており、1つのプラットフォーム上に作成される仮

想マシンの最大数は、システム内に物理的に搭載されたハードウェア・デバイスの数ではなく、ハイパーバ

イザの機能によって異なります。 

Oracle VM Server for SPARC 3.0では、ドメイン間でライブ・マイグレーションを実行する機能を備えていま

す。ライブ・マイグレーションという名前が示すように、ソース・ドメインとアプリケーションを中断もし

くは停止させる必要がなくなり、Oracle VM Server for SPARC 3.0によって、実行中のアプリケーションをド

メイン間で移行できるようになりました。これにより、サーバー上の論理ドメインを、オラクルのSPARC 
M5-32サーバー上の物理ドメインや、SPARC T2、T3、T4、またはT5プロセッサを搭載した別のサーバーに

ライブ・マイグレーションできます。 

また、論理ドメインはOracle Solaris Zonesをホストすることで、両方のテクノロジーの分離、柔軟性、および

管理の機能を得られます。Oracle VM Server for SPARCとSPARC T5プロセッサを緊密に統合することで、Oracle 
Solarisは柔軟性を高め、ワークロード処理を分離するとともに、サーバー利用率の最大化を促進します。 

Oracle Solaris Cluster 

すべてのSPARC T5サーバーが高度な可用性を提供する一方で、Oracle Solaris Clusterは、可用性に優れたアプ

リケーション・サービスを提供することを可能にします。シングル・ポイント障害によるシステムの停止を

防ぐには、クラスタ化された物理サーバーでミッション・クリティカルなサービスを実行し、データ・サー

ビスの中断を最小限に抑えながら、障害のあるノードから効率的かつ円滑にサービスを引き継ぐ必要があり

ます。SPARC T5サーバーはハードウェア・レベルで完全に冗長化されていますが、Oracle Solaris Clusterは
Oracle Solarisとアプリケーションを実行するSPARCサーバーに最適な高可用性（HA）ソリューションを提供

します。 

Oracle Solaris Clusterでは、サーバー内のゾーン間および論理ドメイン間でのフェイルオーバーと外部サーバー

へのフェイルオーバーに主眼が置かれています。Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solarisと緊密に統合され、即

座に障害を検出し（ゼロ秒遅延）、障害通知、アプリケーション・フェイルオーバー、および再構成を大幅

に高速化します。Oracle Solaris Clusterは、アプリケーション層からストレージ層にわたるフェイルオーバー

保護により、今日の複雑なソリューション・スタックのためのHAを提供します。図3に、Oracle Solaris 
Clusterが障害を検出して冗長ノードでリカバリするためにかかる時間の例を示します。図に示されている競

合ベンダーのクラスタ・ソフトウェア・ソリューションと比較した場合、Oracle Solaris Clusterでは、サービ

ス・リカバリ時間が62%も短縮されます。 

9 



SPARC T5サーバーによる信頼性と可用性の最大化 

 

図3 Oracle Solaris Clusterのリカバリ時間 

Oracle Solaris Clusterを使用すると、ITサービスを再開するための時間が大幅に短縮されます。Oracle Solaris 
Clusterでは、SPARC T5サーバーにおけるこの処理を高速化するとともに、次の機能を提供します。 

• 予測的自己修復フレームワークと緊密に統合され、Oracle Solaris Zonesおよび論理ドメイン内のサービス

管理機能で制御されるアプリケーションをサポートします。 

• オラクルのストレージ管理機能とボリューム管理機能を幅広く活用します。 

• フェイルオーバー・ファイル・システムおよびブート・ファイル・システムとしてOracle Solaris ZFSがサ

ポートされるため、単一のファイル・システム・タイプとしてZFSを使用できます。 

• プール化ストレージ、組込み型の冗長性機能、およびデータ整合性などのOracle Solaris ZFS機能が活用さ

れます。 

• Oracle Enterprise Manager Ops Centerと統合されます。 

統合システム監視 

SPARC T5サーバーが提供する包括的な監視機能および通知機能を利用すると、管理者は、ハードウェア・

コンポーネントおよびソフトウェア・コンポーネントに関する問題を事前に検出し、対処できるようになり

ます。Oracle Enterprise Manager Ops CenterはSPARC T5サーバーのハードウェア・コンポーネントに直接接続

されるため、管理者にハードウェア関連の障害を警告した上で、Oracle Auto Service Requestとの統合を介し

て自動的にサービス・リクエストを登録します。これにより、Oracle Customer Supportですみやかに確認でき

るようになります。従来のシステムではデータベース管理者、システム管理者、ストレージ管理者による共

同作業を必要としていた問題が、SPARC T5サーバー全体の統合システム監視により、わずか数分で診断で

きるようになっています。 
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Oracle Enterprise Manager Ops Center 

Oracle Enterprise Manager Ops Centerにより、ITスタッフは、ベアメタルからオペレーティング・システムお

よびアプリケーションにいたるあらゆるアーキテクチャ層を簡単に把握し、管理することができます。

Oracle Enterprise Manager Ops Centerは、物理マシンと仮想マシンの電源投入から廃棄にいたるまでのライ

フ・サイクルを管理できる一元化されたインタフェースを提供します。また、IT管理者は、ユーザー・エク

スペリエンス、ビジネス・トランザクション、ビジネス・サービスを独自の視点で把握できるため、環境全

体にわたって、システム状態の変化を迅速に検出し、問題をトラブルシューティングすることができます。 

 

図4 Oracle Enterprise Manager Ops Centerのユーザー・インタフェース 

Oracle Enterprise Manager Ops Centerは、SPARC T5サーバーを、ラック内のコンポーネント群としてではなく、

全体的なシステムとして検出し、管理するように設計されています。すべてのハードウェア・イベントとソ

フトウェア・イベントがOracle Enterprise Manager Ops Centerに統合されるため、イベントを単一のシステム・

ビューで把握できます。これらのイベントは、その後、詳しい分析のためにMy Oracle Supportに送信され、必

要に応じて予防的な処理が実行されます。Oracle Enterprise Manager Ops Centerは、SPARC T5サーバーで発生す

るイベントに関する総合的な障害管理を実現するとともに、Oracle Solaris Clusterのイベントも収集します。 

Oracle Auto Service Request 

ビジネス・クリティカルなシステムで問題が検出されると、問題が解決されるまで分刻みでコストが発生しま

す。Oracle Enterprise Manager Ops Centerは、My Oracle Supportのシステムおよびプロセスと密接に連携し、自動

的な問題検出、分析、自動的なサービス・リクエストと、最適な問題解決のためのOracleナレッジ・ベースお

よびコミュニティへのアクセスを提供します。 

Oracle Auto Service Requestは、オラクルのハードウェア保証およびOracle Premier Support for Systemsの機能で

あり、特定のハードウェア障害が発生したときに、サービス・リクエストを自動的に発行して問題を迅速に

解決します。Oracle Auto Service RequestはMy Oracle Supportと統合されており、ユーザーはMy Oracle Support
を使用してOracle Auto Service Request資産をアクティブ化する必要があります。Oracle Platinum Servicesは、

迅速に対応するリモート障害監視サービスおよびパッチ適用サービスを、対象のOracle Premier Supportのお

客様に追加コストなしで提供します。 
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結論 

SPARC T5サーバーは、パフォーマンスとRASが最適化された環境に複数のワークロードを容易に統合でき

るように設計されています。SPARC T5サーバーは、ハードウェアと多数の層のソフトウェアの両方で高度

な信頼性と可用性を提供します。これにより、ハードウェア冗長化のコストとソフトウェアの柔軟性を完全

に両立させることで、データ・サービスの可用性を実現します。 
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